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地域と学校の架け橋 
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「絆」はホームページでもご覧いただけます 

 
 
 ◎教職員アンケート結果の数値について 

   評価基準  【４ ： 十分である、 ３ ： 概ね十分である、 ２ ： やや不十分である、 １ ： 改善を要する】 

 ◎学校関係者アンケートの数値について 

評価基準  【４ ： 適切な評価である、 ３ ： ほぼ適切な評価である、 ２ ： やや不適切な評価である、 １ ： 不適切な評価である】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員自己評価については、平均して「概ね十分である」という評価以上となっている。その中において、「家庭学習の定着」、「基礎的学力を身に付けるための個々の取り 

組む姿勢」、「主体的な進路の選択決定をするための資質・能力の育成」、「地域創生に資する生徒の育成」、「課題解決に取り組む人材の育成」が課題である。学校関係者 

の皆様からは、教職員自己評価に対し概ね「ほぼ適切である」から「適切である」という評価をいただいている。 

3 月 の 主 な 行 事 予 定 

１日 卒業式 

５日 一般入学者選抜 生徒休業日（～7日） 

２１日 教室移動、大掃除 

２２日 修了式、離任式 

２５日 春休み（～4月7日） 

 

進 路 決 定 報 告 会 
 １月３１日（水）に行われた進路決定報告会では、３年生が進学組と就職組に分かれ、

１、２年生に向けて発表をしました。それぞれが作成したスライドを使って、自分がその

進路を希望することになった経緯や進路実現に向けてどのような準備をしたのか、大変

だったこと、後輩へのアドバイスなどをまとめて分かりやすく発表していました。合格とい

う結果だけではなく、不合格だった時の自己分析も含めたアドバイスもあり、１、２年生に

とっては、今後の進路決定や進路活動に向けての心構えができる良い機会となりまし

た。 

令 和 ５ 年 度  学 校 関 係 者 評 価 結 果 

≪令和５年度のいじめ認知件数≫ 

北海道阿寒高等学校いじめ防止基本方針のいじめの

定義に基づき、本校でいじめ事案として認知した件数

は０件です。（令和６年２月２９日現在） 

２月５日（月）に冬の幼稚園交流として１、２年生が釧路市立認定こども園阿寒幼稚園を訪問

し、園庭で３歳～６歳の園児との交流を行いました。園児たちの元気あふれる挨拶に圧倒され、

最初は戸惑う姿なども見受けられましたが、次々と遊びを提案してくれる園児たちの明るさに触

れ、次第に生徒たちも笑顔になり、時には園児以上に楽しみながら積極的に交流する姿が見ら

れました。 

 そり滑りや雪上ホッケー、かまくら遊びに雪合戦やおままごとなど、園児と一緒に目一杯身体

を動かし、幼児との関わり方について多くのことを学ぶ機会となりました。 

 

 ２月１日（木）と２月２２日（木）に阿寒ロイヤルバレイスキー場で１・２年生合同のスキー授業

を実施しました。２回目のスキー授業は暖冬の影響で実施も危ぶまれましたが、スキー場の

方々のご協力のおかげで無事に実施することができました。初めてスキーをした生徒も多くい

ましたが、自己の技能向上に意欲を持って授業に臨むとともに、山から見える景色や滑走した

跡の残る雪面などの自然の様子に趣を感じたようでした。 

 今年度もインストラクターやスキー場の方々のご協力をいただきまして、充実した教育活動

となりました。この場を借りてお礼申し上げます。 

学校関係者

 １　学校教育目標（一人一人を大切にし、豊かな心の育成をめざす）

 　①　夢と希望を持ち、意欲的に学ぶ心 3.1

 　②　誠実に協力し合い、人を思いやる心 3.6

 　③　心身を鍛え、健康・安全に努める心 3.0

 　④　地域文化と自然を愛する心 3.6

 ２　スクールミッション

     ①　個々の生徒の特性等に対応した学習指導及びキャリア教育を通じて、主体的な進路の選択決定をす

　　　 るための資質・能力を身に付けた生徒の育成
2.8

  　②　地域における体験的な学習活動等を通じて、望ましい勤労観、職業観を身に付け、地域創生に資する生徒の育成 2.9

 ３　スクールポリシー（育成目指す資質・能力に関する方針）

 　①　課題解決に取り組む人材の育成 2.9

    ②　地域社会に貢献できる人材の育成 3.1

 ４　スクールポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

　 ①　基礎的な学力を身に付け、個々の目標に向けて取り組む姿勢を育む 2.7

 　②　他者と協働し、実践的な活動をとおしてコミュニケーション能力を育む 3.2

 ５　学習指導

 　①　学び方の指導や授業規律を重視し、基礎・基本的事項の徹底を図る指導に努める 3.1

 　②　体験的な学習や個に応じた指導を重視し、学ぶ喜びを体得させる指導に努める 3.2

 　③　学習意欲を引き出す、シラバスづくりや、学習形態の工夫・改善に努める 3.0

 　④　家庭での学習習慣の定着を図る指導に努める 2.2

 ６　生徒指導

 　①　心のふれあいを重視し、人間関係を基調とする指導に努める 3.5

 　②　ルールの必要性を理解させ、人としての在り方生き方を考えさせる指導に努める 3.3

 　③　生徒、保護者との連携を密にし、指導体制の充実に努める 3.3

 　④　情報を共有し合う態勢を整え､事故などの未然防止に努める 3.2

 ７　進路指導

 　①　各種行事をとおして望ましい勤労観・職業観の育成に努める 3.0

 　②　生徒理解に努め、個に応じた進路指導の実践に努める 3.0

 　③　資料整理を行い、情報提供及び必要な情報を入手できる環境づくりに努める 3.2

 　④　内外の各機関との連携を密にし、進路支援体制の充実に努める 3.0

 ８　健康安全指導

 　①　健康相談等をとおして自ら進んで健康管理できる能力、実践力の育成に努める 3.3

 　②　関係諸機関と連携を図り、計画的・効果的な保健指導や体力づくりの実践に努める 3.3

 　③　全教育活動を通して、自他の生命を尊重し健康安全に係る意識を高め事故防止に努める 3.5

 　④　清掃や奉仕活動等を通して、学習環境、地域環境を整備し美化意識の育成に努める 3.7

 ９　事務部

 　　①　各分掌、学年、委員会との連携を図り、教育活動を支援する -

 　　②　常に創意・工夫した事務改善を行い、学校事務の効率化を図る -

 　　③　適切な予算編成と計画的に予算を執行する -

 　　④　清掃や奉仕活動等をとおして、学習環境整備、地域美化意識の育成に努める -

 10　遠隔授業

 　　①　個に応じた指導の充実（受信側教員の評価方法の充実）に努める 3.0

 　　②　学習の選択幅の拡大(他教科への導入の研鑽)に努める 3.0

 　　③　指導力の向上に努める 3.0

 　　④　教員の資質向上に努める 3.0
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